
 

 令和6年度長崎県学力調査 
＜壱岐市の結果の概要＞ 

１ 目 的 
 

本県独自の学力調査を実施することにより、児童生徒の学力の定着状況を把握・分析

し、各学校における児童生徒への教育指導の充実や改善等に役立てるとともに、県及び

市町の教育施策の成果と課題を検証して学力向上対策の一層の充実を図る。 

 

２ 実施対象 
 
○ 小学校調査・・・・第５学年（国語、算数）、第６学年（理科） 

○ 中学校調査・・・・第２学年（国語、数学）、第 3学年（英語） 

 

３ 実施日 

令和６年４月１８日及び４月１９日 

 

４ 結果の状況 
 

校種 

学年 
教科 

平均正答率 
成果・課題（成果は○、課題は●） 

壱岐市 長崎県 

小学校 

第５学年 

国語 ５８．０ ５７．８ 

○ 「知識・技能」の観点結果は、県平均を上回って

いる。 

○ 県が重点課題として示す「自分の考えを支える事

例を書く」が、県平均を上回っている。 

● 「話すこと・聞くこと」の領域である「自分が聞

きたいことの中心を明確にして質問する」「話の中

心が明確になるよう話す」が、県平均を下回ってい

る。 

● 県が重点課題として示す「中心となる語や文を見

付けて要約する」については、県の平均を下回って

おり、市においても課題が見られる。 

算数 ６９．０ ６８．６ 

○ 「知識・技能」の観点結果は、県平均を上回って

いる。 

○ 県の重点課題である「図形の性質を理解し、面積

の求め方を考える」については、県の平均を上回っ

ている。 

● 数量関係に着目し、関係を式に表す設問では、県

の平均を大きく下回っている。 

● 県が重点課題として示す「割合の意味を理解す

る」については、市においても課題が見られる。 

 

 



 

校種 

学年 
教科 

平均正答率 
成果・課題（成果は○、課題は●） 

壱岐市 長崎県 

小学校 

第６学年 
理科 ５１．３ ５３．５ 

○ 「生命」領域の「植物の発芽」や「魚の受精」

については、正答率が高く、県平均を上回ってい

る。 

● 「エネルギー」「粒子」「地球」の領域におい

て、県平均を下回っている。 

● 「天気の変化」においては、県平均を大きく下

回っている。 

● 「温度変化に伴う金属の体積変化」については、

正答率が低く、県平均も大きく下回っている。 

中学校 

第２学年 

国語 ５９．０ ６２．１ 

○ 「読むこと」領域において、県とほぼ同じであ

る。 

○ 「文章を比較し、共通点を捉える」設問の正答

率は高く、県平均も上回っている。 

● 県が重点課題として示す「話の展開を捉え、条

件に合わせて書く」ことについては、市において

も課題が見られる。 

● 「漢字を正しく読む」ことについて、県平均を

大きく下回っており、改善が必要である。 

数学 ５２．９ ５７．４ 

○ 「図形」領域において、「対称移動の性質」に

ついては、正答率も高く、県平均を上回っている。 

● 「知識・技能」「思考・判断・表現」の観点に

おける結果が県平均を下回っている。 

● 県が重点課題として示す「数学の用語の意味を

正しく理解する」や「データの分析の傾向を読み

取り、批判的に考察し判断する」ことについては、

市においても課題が見られる。 

● 「関数」の領域において、「数学的に解釈し、

解決方法を説明する」設問では、正答率が低く、

県平均も大きく下回っている。 

中学校 

第３学年 
英語 ３６．１ ４１．４ 

○ 「単文レベルの英文を正しく聞き分ける」設問

においては、正答率が高い。 

● 「知識・技能」「思考・判断・表現」の観点に

おける結果が県平均を下回っている。 

● 「聞くこと」「読むこと」「書くこと」の領域

において県平均を下回っている。 

● 県が重点課題として示す「目的に応じて英語を

聞き、必要な情報を聞き取る」「目的に応じて、

自分の考えを英語で書く」については、正答率が

低く、県平均も大きく下回っている。 

 


